


■概要
オーディオプレーヤに接続する電池動作のポータブルアンプです。
スイッチの操作で最大 3個のオペアンプを切り替えることができ
ます。

■仕様

■操作方法
１．ご用意いただくもの
電源として単 4サイズのアルカリ乾電池、ニッケル水素電池、
ニッカド電池が使用できます。
同一の種類の単 4サイズ電池を 4本ご用意ください。
連続使用時間は電池の種類や音量等の条件で変化しますが、
およそ 10 ～ 20 時間です。
本機にはステレオミニプラグ 3.5φのイヤホンジャック接続用の
コード ( 両端が 3.5φプラグ ) が付属します。
6.3φフォノプラグ／ジャックを搭載した機器と接続する場合は、
市販の 6.3φ⇔3.5φ変換プラグを別途ご用意ください。
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・オペアンプの切り替え
使用中のオペアンプはパイロットランプの色で表示しています。

⇒本機はプレーヤの出力をバッファーするためのアンプです。
運用形態として、
・プレーヤの音量を上げ気味にして、本機のボリュームで音量をしぼる。
・本機のボリュームは最大にして、プレーヤのボリュームで音量を調
整する。
・中間的な運用。

アンプは増幅器と呼ばれるように、入ってきた信号を大きくする ( 増
幅する ) 働きをします。このため、二つの増幅器を直列に接続した場
合の音質は前にある増幅器の出力を大きくして、後の増幅器の出力を
小さくした方が有利になります。

本機のボリュームを半分の位置にし、プレーヤのボリュームで調度良
い音量に調整しての運用をお勧めします。

音量の微調整は、本機、プレーヤのどちらか都合の良い方のボリュー
ムで行ってください。

電源を切る場合は、電源ボタンを約 1秒以上押すことで、パイロット
ランプが消え電源がOFF になります。

図 3：パイロットランプの色の違い

＊＊注意＊＊
・オペアンプの切り替えは信号安定に必要な時間を取ってお
こなっていますが、若干ですがプチノイズが出る場合があり
ます。気になる方は、ボリュームの絞込みをおこなってから
切り替えを行う方法もあります。
・オペアンプを実装していないところを選択すると若干ノイ
ズが聞こえます。
オペアンプを実装していない回路では、出力アンプの入力が
開放状態となるため、周辺ノイズを拾ってしまいます。

３．接続
１．プレーヤのイヤホンジャックと本機の入力を付属コードで接続し
ます。プレーヤと本機の間が付属コードで足りない場合は、市販の 3.5
φステレオコード (両端が 3.5φステレオプラグ )で接続してください。

２．本機の出力にイヤホン／ヘッドホンのプラグを接続します。
※接続時に電源が入っているとポップノイズが発生する場合がありま
す。耳、イヤホン／ヘッドホンの保護のため電源を切った状態で接続
することをお勧めします。

４．運用
本機のフロントパネルにはスイッチが１個装備されています。
このスイッチは次の役目を兼用しています。

・電源のON/OFF：押しボタンを長押しする度にON/OFF が切り替わ
ります。
・プリアンプの切り替え：スイッチを短く押すことで３個のプリアン
プを切り替えます。
・電源コンデンサの残留を放電：押している間、放電回路をONにし
ます。
説明中では役目で名称を変えていますが、電源スイッチとアンプ選択
スイッチは同じスイッチを指す名称として使用しています。

・電源を入れる
ボリュームを最低にした後、スイッチを約 1秒以上押してパイロット
ランプが点灯すれば電源が入ります。

プレーヤから音楽を再生させ、ボリュームで音量を調整してください。

⇒オペアンプ用の IC は出荷時状態で LM4558DDを 1個搭載
しています。残り 2個のソケットに市販のオペアンプ IC を追
加することで最大 3個まで切り替えて試聴可能になります。
交換・追加方法及び利用可能な IC の品番は、10 項を参照し
てください。

＊＊注意＊＊
電源を切る操作では、その前段階でオペアンプの切り替え操作と同
じ手順となるためオペアンプの切り替えが発生します。
例えば、緑が点灯している状態でスイッチを押すと黄色に替わり、
やがて消灯し電源OFF になります。
この状態でも切る操作を行う前の時点 ( 例では緑 ) の状態を保存して
いますので、次に電源を入れた際には、切る操作で点灯していた状
態に戻ります。( 例では電源を入れると緑になる）

５．自動電源OFF 機能
本機には音量を検出して電源をOFF にする機構が入っていま
す。5分間の間に規定音量を超える音を検出できない場合は、
自動的に電源がOFF になります。自動OFF はスイッチ操作を
行って電源をOFF にしたのと同じ状態になります。
音声の検出は電源OFF と共に停止するため、電源入れる場合は
スイッチ操作で行ってください。
（プレーヤから音楽を再生しても、本機の電源は自動でONに
はなりません）

音楽の有無 ( 音量 ) を検出する機構は、イヤホンから普通に聞
こえる音量を基準にしていますので本機のボリュームを上げ気
味で、プレーヤの音量を下げ気味にすると、検出できない可能
性があります。

⇒音量の都合 ( 静かな曲しか聴かない場合やプレーヤの音量が
少ない ) で再生中に自動OFF が働いてしまう場合は、次項目の
モード変更で、自動OFF を停止させてください。

⇒音声検出にはマイクロコントローラを利用していますが、自
動OFF 機能を使わない場合は完全停止にすることができます。
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緑：左のオペアンプ

黄：中央のオペアンプ

赤：右のオペアンプ

 黄 
中央のソケット

切り替えは電源のON/OFF 兼用のスイッチを押すだけです。
押す度に緑⇒黄⇒赤と変化して赤の次は緑に戻ります。
この時オペアンプは左のソケット⇒中央のソケット⇒右のソケットと切り
替わります。

切り替え時はオペアンプの電源の切り替えと音声回路の切り替えを行いま
すが、回路が安定する前に出力アンプとの接続を行うとポップノイズが発
生するため 1秒程度の無音期間 ( 音声回路を安全なGND信号と接続 ) が
取られる構造になっています。
使用していない ( ソケットが空きになっている ) オペアンプを飛ばして選
択する場合は、続けて複数回の操作を行ってください。

図 2、赤丸内のスイッチを約 1秒以上押してください（長押し）。
パイロットランプが消灯して電源が切れれば、正常に動作してい
ます。
※使用中に電池を交換する場合、項目８の電池交換を参照くださ
い。
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２．電池を入れる
・初めてご利用の場合

図 1を参照してアンプ前面のパネルを止めているネジを外してく
ださい。前面のパネルごと基板をケースから引き出して、電池ケー
スに電池を交互に入れます。
※電池の＋、－の方向は必ず確認してください。

電池を入れた時点で前面パネルの電源表示用パイロットランプが
点灯します。

基板をケースに収め、前面パネルのネジを固定します。
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入出力
電源
　　　
動作電圧
動作電流
適合イヤホン
出力
入力インピーダンス
便利機能

ステレオミニプラグ3.5φ用ジャック(3極プラグ用)
単4電池×4本
アルカリ電池、ニッケル水素、ニッカド電池
最小4.7V～最大6.5V
動作時平均50mA スタンバイ時0.02mA
16Ω～
60mW @16Ω
100Ω
5分間無音で電源OFF(機能停止も可能)



■概要
オーディオプレーヤに接続する電池動作のポータブルアンプです。
スイッチの操作で最大 3個のオペアンプを切り替えることができ
ます。

■仕様

■操作方法
１．ご用意いただくもの
電源として単 4サイズのアルカリ乾電池、ニッケル水素電池、
ニッカド電池が使用できます。
同一の種類の単 4サイズ電池を 4本ご用意ください。
連続使用時間は電池の種類や音量等の条件で変化しますが、
およそ 10 ～ 20 時間です。
本機にはステレオミニプラグ 3.5φのイヤホンジャック接続用の
コード ( 両端が 3.5φプラグ ) が付属します。
6.3φフォノプラグ／ジャックを搭載した機器と接続する場合は、
市販の 6.3φ⇔3.5φ変換プラグを別途ご用意ください。

(3)

(2)

(4)

(5)

(7)

・オペアンプの切り替え
使用中のオペアンプはパイロットランプの色で表示しています。

⇒本機はプレーヤの出力をバッファーするためのアンプです。
運用形態として、
・プレーヤの音量を上げ気味にして、本機のボリュームで音量をしぼる。
・本機のボリュームは最大にして、プレーヤのボリュームで音量を調
整する。
・中間的な運用。

アンプは増幅器と呼ばれるように、入ってきた信号を大きくする ( 増
幅する ) 働きをします。このため、二つの増幅器を直列に接続した場
合の音質は前にある増幅器の出力を大きくして、後の増幅器の出力を
小さくした方が有利になります。

本機のボリュームを半分の位置にし、プレーヤのボリュームで調度良
い音量に調整しての運用をお勧めします。

音量の微調整は、本機、プレーヤのどちらか都合の良い方のボリュー
ムで行ってください。

電源を切る場合は、電源ボタンを約 1秒以上押すことで、パイロット
ランプが消え電源がOFF になります。

図 3：パイロットランプの色の違い

＊＊注意＊＊
・オペアンプの切り替えは信号安定に必要な時間を取ってお
こなっていますが、若干ですがプチノイズが出る場合があり
ます。気になる方は、ボリュームの絞込みをおこなってから
切り替えを行う方法もあります。
・オペアンプを実装していないところを選択すると若干ノイ
ズが聞こえます。
オペアンプを実装していない回路では、出力アンプの入力が
開放状態となるため、周辺ノイズを拾ってしまいます。

３．接続
１．プレーヤのイヤホンジャックと本機の入力を付属コードで接続し
ます。プレーヤと本機の間が付属コードで足りない場合は、市販の 3.5
φステレオコード (両端が 3.5φステレオプラグ )で接続してください。

２．本機の出力にイヤホン／ヘッドホンのプラグを接続します。
※接続時に電源が入っているとポップノイズが発生する場合がありま
す。耳、イヤホン／ヘッドホンの保護のため電源を切った状態で接続
することをお勧めします。

４．運用
本機のフロントパネルにはスイッチが１個装備されています。
このスイッチは次の役目を兼用しています。

・電源のON/OFF：押しボタンを長押しする度にON/OFF が切り替わ
ります。
・プリアンプの切り替え：スイッチを短く押すことで３個のプリアン
プを切り替えます。
・電源コンデンサの残留を放電：押している間、放電回路をONにし
ます。
説明中では役目で名称を変えていますが、電源スイッチとアンプ選択
スイッチは同じスイッチを指す名称として使用しています。

・電源を入れる
ボリュームを最低にした後、スイッチを約 1秒以上押してパイロット
ランプが点灯すれば電源が入ります。

プレーヤから音楽を再生させ、ボリュームで音量を調整してください。

⇒オペアンプ用の IC は出荷時状態で LM4558DDを 1個搭載
しています。残り 2個のソケットに市販のオペアンプ IC を追
加することで最大 3個まで切り替えて試聴可能になります。
交換・追加方法及び利用可能な IC の品番は、10 項を参照し
てください。

＊＊注意＊＊
電源を切る操作では、その前段階でオペアンプの切り替え操作と同
じ手順となるためオペアンプの切り替えが発生します。
例えば、緑が点灯している状態でスイッチを押すと黄色に替わり、
やがて消灯し電源OFF になります。
この状態でも切る操作を行う前の時点 ( 例では緑 ) の状態を保存して
いますので、次に電源を入れた際には、切る操作で点灯していた状
態に戻ります。( 例では電源を入れると緑になる）

５．自動電源OFF 機能
本機には音量を検出して電源をOFF にする機構が入っていま
す。5分間の間に規定音量を超える音を検出できない場合は、
自動的に電源がOFF になります。自動OFF はスイッチ操作を
行って電源をOFF にしたのと同じ状態になります。
音声の検出は電源OFF と共に停止するため、電源入れる場合は
スイッチ操作で行ってください。
（プレーヤから音楽を再生しても、本機の電源は自動でONに
はなりません）

音楽の有無 ( 音量 ) を検出する機構は、イヤホンから普通に聞
こえる音量を基準にしていますので本機のボリュームを上げ気
味で、プレーヤの音量を下げ気味にすると、検出できない可能
性があります。

⇒音量の都合 ( 静かな曲しか聴かない場合やプレーヤの音量が
少ない ) で再生中に自動OFF が働いてしまう場合は、次項目の
モード変更で、自動OFF を停止させてください。

⇒音声検出にはマイクロコントローラを利用していますが、自
動OFF 機能を使わない場合は完全停止にすることができます。

図１

図２

黄：中央のオペアンプ

図 4
オペアンプ IC ソケット部分
図 4
オペアンプ IC ソケット部分

(6)

緑：左のオペアンプ

黄：中央のオペアンプ

赤：右のオペアンプ

 黄 
中央のソケット

切り替えは電源のON/OFF 兼用のスイッチを押すだけです。
押す度に緑⇒黄⇒赤と変化して赤の次は緑に戻ります。
この時オペアンプは左のソケット⇒中央のソケット⇒右のソケットと切り
替わります。

切り替え時はオペアンプの電源の切り替えと音声回路の切り替えを行いま
すが、回路が安定する前に出力アンプとの接続を行うとポップノイズが発
生するため 1秒程度の無音期間 ( 音声回路を安全なGND信号と接続 ) が
取られる構造になっています。
使用していない ( ソケットが空きになっている ) オペアンプを飛ばして選
択する場合は、続けて複数回の操作を行ってください。

図 2、赤丸内のスイッチを約 1秒以上押してください（長押し）。
パイロットランプが消灯して電源が切れれば、正常に動作してい
ます。
※使用中に電池を交換する場合、項目８の電池交換を参照くださ
い。

図 2、赤丸内のスイッチを約 1秒以上押してください（長押し）。
パイロットランプが消灯して電源が切れれば、正常に動作してい
ます。
※使用中に電池を交換する場合、項目８の電池交換を参照くださ
い。

(8)(8)

２．電池を入れる
・初めてご利用の場合

図 1を参照してアンプ前面のパネルを止めているネジを外してく
ださい。前面のパネルごと基板をケースから引き出して、電池ケー
スに電池を交互に入れます。
※電池の＋、－の方向は必ず確認してください。

電池を入れた時点で前面パネルの電源表示用パイロットランプが
点灯します。

基板をケースに収め、前面パネルのネジを固定します。

(1)

：
：

：
：
：
：
：
：

入出力
電源
　　　
動作電圧
動作電流
適合イヤホン
出力
入力インピーダンス
便利機能

ステレオミニプラグ3.5φ用ジャック(3極プラグ用)
単4電池×4本
アルカリ電池、ニッケル水素、ニッカド電池
最小4.7V～最大6.5V
動作時平均50mA スタンバイ時0.02mA
16Ω～
60mW @16Ω
100Ω
5分間無音で電源OFF(機能停止も可能)








